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                                       令和 7年 4月１日 

 

令和７年度 学校経営方針(夜間学級) 
                                          江戸川区立小松川中学校 

 統括校長  折橋 信二 

 

        生徒が通いたいと感じる学校づくり 

 

保護者の願い 地域の思いや願い 

       
 

 

 

時代の変化や生徒・保護者のニーズに的確に応えながら 

生徒のための教育活動の実践  
 

通常・特支・夜間の 3種の学級が        生徒一人一人に対して、親身に 

混在する都内で初めての中学校の       なったきめ細かい温かで迅速な 

強みを活かした教育活動の実践   対応と実践 

                   

 

 

生徒の輝く笑顔が溢れる 

魅力ある教育活動の実践 
          上記の実践を様々な法令や都教委・区教委の施策を真正面 

から受け止めながら、ワンチームとなって取り組み、教育 

教育目標の具現化を目指す。 

 
 

 

 

 

学力向上 健全育成 体力向上 

安全・安心な学校で、学力向上・体力
向上・健全育成を図り、生徒の夢をか
なえる学校 

地域行事等には積極的に参加し、学
校・保護者・地域が協力して生徒を育
てる学校 
 

時代の流れや社会の変化に対応し、生徒・保護者・地

域の方々の願いを受け止め、『生徒第一義の温かい学

校』づくりを行う。 
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１．はじめに   

一昨年度 4 月 1 日に開校したここ江戸川区立小松川中学校夜間学級もこの 4 月より３年目を迎えます。８名(令和

７年４月１日現在)の新入生を迎え、令和７年度がスタートしました。ぜひ今年度もさらに全教職員の英知を結集させ、

生徒・保護者・地域・全教職員が誇りをもてる小松川中学校夜間学級にしていきたいと考えます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

昨年度の１年間で課題として散見されたことは、外国籍の生徒の自分勝手な進路決定です。母国の学校の卒業資格

を取得し、高等学校の入学試験を受験し合格し退級したり、都立高校の 1次試験で合格し入学確約書を提出したにも

かかわらず、母国へ帰り入学を辞退する場面もありました。2 つの事例に共通することは、担任の先生や学級の先生

等に事前に全く相談せず、勝手な保護者や生徒の判断で決定してしまっていることです。この 2つの事例は夜間学級

の運営に著しく支障をきたす事例と考えます。今後の入級時の対応では、円滑な学校生活を送り卒業までしっかり学

習するという約束が記入された文書を保護者及び本人署名の下、提出させる必要性を感じております。また、進路決

定については、出願時に合格した際の約束等を文書で提出させる等の取組が必要に感じます。夜間学級では多様な生

徒のニーズに応えることは大切なことであると認識しておりますが、それは日本の文化や伝統に基づくルールに従っ

たものでなければならないと考えます。そのことをもう一度踏まえ、今後の教育活動に取り組んでいきましょう。 

今年度、都教委の「日本語指導」についての研究指定に手を挙げてみましたが、残念ながら研究指定になりません

でした。ただ、もともと本校は文部科学省の「夜間中学の設置促進・充実事業」で研究計画を立て、実践し報告書を提出

しております。この取組を校内研究の柱として捉え校内研究に取り組んでいただければと存じます。研究の柱は『夜間学級

における教育活動の充実』とし、取組は「日本語指導の更なる充実」「全教員による授業改善による各教科指導の充実」「本

夜間学級の周知と在籍生徒の負担軽減」「誰一人取り残さない教育の実践、共生社会の実現に向けた取組」等とすれば、文

部科学省に提出する計画書と報告書そのものが、本校の校内研究の計画・実践と合致することになります。単に、今まで取

り組んできたことを理論武装し、計画・実践・改善につなげより充実した夜間学級の教育活動の充実に繋げていければと考

えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

今年度も新規採用教員が１名配置されました。人材育成も本校の喫緊の課題であり、別紙の組織的なＯＪＴの取組

をご確認いただき職務に取り組んでいただければと存じます。 

そして「日本語指導の充実」は本学級だけでなく、全国の夜間学級の喫緊の課題であると受け止めております。講

師の先生より教科の指導を通して日本語指導をすることの重要性は学ばせていただきましたが、習熟度を図る指標が

日本語能力試験におけるＮ５～Ｎ１の各試験を模倣したものであることを考えると昨年度 1年間取り組んできた「日

本語指導」について、検証する必要があると考えます。その検証の仕方も全教員で検討していきましょう。また、都

教委より作成を要求されている在籍生徒全員の「個別指導計画」についても今年度は時間をかけ作成していかなけれ

ばならいないと考えております。作成することが目的ではなく、この指導計画をどう生徒指導場面で生かしていくか

がカギとなると考えます。その点を踏まえ取り組んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

       小松川中学校の学校経営方針のポイント① 

   『「通常学級」「特別支援学級」「夜間学級」 

 どの学級も同等で生徒も教職員も互いにそれぞれ

の教育活動を尊重した体制』 
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小松川中学校の学校経営方針のポイント② 

『固定概念(今までこうやってきたから)・根拠の 

ない慣習(こうでなければならない指導)からの 

脱却』 判断基準は明確：それは生徒のために 

なりますか？ 
 

小松川中学校の学校経営方針のポイント③ 

  『人としての温かさ・優しさをもち、相手の 
気持ちを思いやる対応』 

 

  

 本校がある小松川・平井地区は地域行事が盛んに行われ、様々な地域行事に参加してみると地域の方々の学校全

体や生徒に対する熱い思いや願いを感じられます。本校夜間学級の生徒に対しても同様な感じを受けております。

その中で、我々教職員はその思いや願いを受け止め地域行事への生徒並びに教職員の積極的な参加が望まれており

ます。土日開催の場合が多く、強制することはできませんが、先生方にはご負担をおかけする場面もあるかと思い

ますが、生徒と共に参加し地域の中の学校であることを心に刻んでいただきたいと考えます。 

 最後に我々夜間学級の教職員は、文部科学省、東京都教育委員会や江戸川区教育委員会の様々な施策についても

真摯に受け止め取り組んでいき、これまで以上に生徒たちとの強固な信頼関係を基軸に、地域・保護者の期待に応

えるために、公教育の基本原則である公共性・継続性・安定性の確保と、公平性・中立性を維持しながら、生徒一

人一人が心身ともに健康で、個人として、また、社会に生きる人として必要な知識や特性を身につけさせていく必

要があると厳しく受け止めながら、 

 

 

学校全体 

本校の教育目標 

東京都及び江戸川区の教育目標ならびに地域社会や生徒の実態をふまえ、人権尊重の精神に基づき、 

心身ともに健康で、知性と感性及び主体性と創造性を養い、生涯にわたって学習する態度の育成と 

これらの具現化を目指し、 

 

  

  

 

  

      

 

                                      

 

 

の育成を目指す 

  

・進んで学び、深く考え行動する生徒(知)  

 ・心豊かで、地域社会に貢献する生徒(徳) 

 ・心身共に自ら鍛える、たくましい生徒(体) 
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【学校経営の基本的な考え方】 

生徒一人一人の存在は我々教職員にとっても誰にとってもかけがえのないものであり、生徒が豊かな人生を送る上

で学校教育は極めて大きな影響力があり、その崇高な使命を厳しく受け止める必要があります。その上で、 

夜間学級 

目指す生徒の姿 

     ●様々な多様性を受け入れ、優しく温かい生徒 

 

     ●元気な挨拶ができ、望ましい人間関係を構築できる生徒 

 

     ●目を輝かせ学ぶ楽しさや通う喜びを感じる生徒 

 

     ●学習に対して真面目に取り組み、学習意欲が高い生徒 

夜間学級 

目指す学校の姿 

●生徒一人一人が学ぶ喜びや楽しさを感じ、通いたいと思う学校 

 

   ●生徒・保護者・地域・教職員が誇りに思える学校 

 

●生徒が将来の夢や希望を育み、生徒の輝く笑顔がいつも溢れる学校 

 

●生徒に基礎・基本の学力を定着させ、基本的生活習慣を身に付けさせることができる学校 

 

学校全体 

 

   目指す教職員の姿  ※人に温かく優しく 仕事に厳しく 服務には厳正な 教職員集団 

●生徒の成長を第一とし、常に専門職としての資質・能力の向上に努める教職員 

     

●「子弟同行」を胸に刻み、胸を張って生徒指導に取り組める教職員 

  

●組織の一員として職責を十分理解し、互いに学び合い、高め合える教職員 

 

●前例踏襲にとらわれず、生徒第一義の教育活動を実践できる創造力豊かな教職員 

 

●生徒・保護者・地域の方・教職員に対しても優しく温かい対応ができる教職員 

 

 

 

２．学校経営の基本的な進め方 

 教育基本法第１章、第１条「教育の目的」及び第２条「教育の目標」を中心理念とする。その実現に向けて、教職

員は常に社会全体の奉仕者であることを自覚し、その職務の遂行に務めなければならない。 

 また、教育公務員としての自覚を強くもち、体罰や暴力行為、など非違行為の根絶と服務全般に対する真摯な姿勢

を貫くことが大切です。 
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（１）＜全体の奉仕者＞ 

     私たち教職員は、全体の奉仕者であることを自覚し、その職務の遂行に努める。 

 

（２）＜基礎学力の定着・日本語指導の充実・学力向上を図るための授業改善等の実施＞ 

    十分な教材研究を基盤にした授業改善等を行い、生徒の学習意欲の向上を目指し、基礎基本となる学力の定

着・学力の向上及び日本語指導の充実を図る。年間３回の土曜授業の実施と授業時数の確実な確保、また、学

習指導要領完全実施５年目を迎え、学習指導要領が目指す理念を実現する取組を徹底し、本校生徒の実態に即

した指導及び評価を計画的に実践する。さらに日本語指導では指導内容・指導方法・指導形態を工夫し、個に

応じた指導の充実を図り基礎学力及び日本語力の確実な定着を図る。さらに、昼間通常学級や固定の特別支援

学級や地域と連携した交流事業を大切にしながら生徒の育成を目指す。 

 

 （３）＜心の教育・健全育成（いじめ防止基本方針の策定）＞ 

心の教育については、道徳教育推進教師を中心に道徳教育の要となる特別な教科 道徳の時間の指導の工

夫・改善に努め、教員の研修を積極的に進める。また、健全育成においても、人権尊重教育を基盤に異なる生

徒相互の生活習慣を理解させ、自他ともに認めあえる集団の育成を目指す生活指導を実践する。特に、生徒が

互いの個性を認め合い、尊敬し合える集団づくりができるよう個に応じた生活指導・進路指導の充実を図る。

さらに、昼間通常学級及び固定の特別支援学級の生徒の交流を活発に図り、心豊かな生徒の育成を目指す。 

特に、「いじめ」については、本日お示しした通り、『江戸川区立小松川中学校いじめ防止基本方針』を作成

しました。この基本方針に則り、「いじめ」は生徒の尊厳を害する行為であり、犯罪その他重大な人権侵害と

なり得ることを強く認識しその防止に努めなければなりません。また、不登校生徒に対する対応においても、

不登校状態にある生徒や保護者の気持ちを受け止め、学校としてでき得る限りの対応を実践し、関係諸機関等

との連携やＳＣ・ＳＳＷと連携し充実した取り組みを行い、現状の課題の解決を目指していきましょう。 

 

 

 

 

（４）＜教育課程の完全実施（授業時数の確保）＞ 

    読書科実施の趣旨を十分理解し、生徒の実態に即した推進を図りながら、読書科指導の充実を図る。教育課

程の編成とその完全実施については、学習指導要領の趣旨に沿った教育活動の実践、さらにはGIGAスクール

構想に基づきＩＣＴの活用等、学びの深化・学びの転換が図れるような指導を実現する。特に、日本語を母国

語としない生徒に対しては、丁寧にきめ細かく対応し、日本語指導のカリキュラムの再編成など、日本語指導

の充実を図る。 

 

（５）＜安全確保・環境浄化＞ 

新設校の施設の使用３年目になりますが、常に感謝の気持ちをもたせる指導を行い、環境美化の努め自ら進ん

で教育環境を整えるよう指導を徹底する。また、学校施設の計画的な活用を通して、教育活動の全般の充実を

図る。さらに、定期的な施設の点検を行い、生徒の安全確保を徹底する。 

 

（６）＜地域との連携＞ 

学校は、不易の部分を大切にしながらも社会の変化に対応し、地域の学校として、保護者・地域の期待を正

しく受け止め、取捨選択しながらその期待に応えるとともに、地域防災を強く意識した連携に努める。 

 

（７）＜開かれた学校づくり、学校評議員会・学校応援団・外部評価＞ 

学校評議員制度の効果的な運用と年間 2回の外部からの評価によって地域の意見を受け止めながら、地区委

員会等を通した地域社会との連携を強め、学校ＨＰの定期的な更新による情報の発信に努めるとともに、学校

応援団の協力を仰ぎながら、地域力を活用した「開かれた学校づくり」の推進に努める。 
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（８）＜学校づくり＞ 

   教職員全てが、心身共に健康で生き甲斐を感じる職場づくりと、一人一人の生徒を大切にしていく学校づくり

を目指して、次のことを大切にしていきたい。 

 ＜一人一人の生徒を大切にするための「四つのワーク」＞ 

① 職務を通して人間関係をつくると言う意味で・・・・・「ワーク」 

  ② 何事も助け合い協力して行うという意味で・・・・・・「チームワーク」 

  ③ 即時適切な対応をしていくという意味で・・・・・・・「フットワーク」 

  ④ 連携協力・情報の共有化という意味で・・・・・・・・「ネットワーク」 

       （報告・連絡・相談・調整・理解啓発・確認） 

3．小松川中学校の課題とその解決に向けて 

☆ 令和７年度の教育課程に基づき、 

『各教科の基礎・基本の確実な定着と日本語指導の充実、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝを基盤にした授業改善による学力

向上・健全育成(いじめの撲滅と不登校生徒の減少及び不登校にさせない指導の徹底)・体力向上・人権尊重

教育の推進』を進め、学校教育目標にある生徒の育成を目指す。 

     また、新学習指導要領に沿った各教科の評価計画（評価規準・評価基準・評価項目）に基づき、指導と評

価の一体化を目指す。 

 

（１）各教科・道徳・特別活動 

  ①学習指導要領に基づいた主体的な教育課程の編成と完全実施  

     ・授業時数の確保と授業改善 

（基礎学力及び日本語力の定着と学力の向上、定期考査問題等の工夫、指導と評価の一体化等(知識・技能、

思考力・表現力・判断力等、学びに向かう力・人間性の涵養の観点別評価の仕方の工夫)） 

   ・地域の協力を得た、生徒の主体的・体験的学習活動の重視 

  ②学年、分掌、各教科との繋がりを踏まえ、「思いやりの心」を育成する道徳教育の推進 

   ・道徳の時間の確保と指導の充実 

      ・道徳授業地区公開講座の実施を通した保護者・地域と共に考える道徳教育の推進 

  ③特別活動の時間の創意ある企画と実施の充実 

    『連合行事等(生徒会交流会を除く)に全学級生徒で取り組み』新たな小松川中学校夜間学級の生徒の伝統とさせ、

新しい伝統を全校生徒で創造させる工夫 

    ④評価の改善（評価規準の作成と絶対評価の趣旨を生かす） 

      ・生徒のもつ可能性を発見し、生徒の変容を促すとともに、教員が次の指導に生かすことができる評価の重視 

  ⑤特別活動や総合的な学習の時間の実施においては、地域の外部人材(PTA、学校応援団、学校評議員、各自治・

町会、民生・児童委員、スポーツ推進委員、外部指導員、ゲストティーチャー等)を積極的に取り入れ、指導

の充実を図る。 

 

（２）その他の活動 

  ①地域の防災拠点としての避難所開設等、地域や関係諸機関との連携を図った健康・安全・防災教育の充実 

  ②SDGs の推進を視野に入れた「総合的な学習の時間」や学校行事等の充実・学校のボランティア活動、体験的

な学習や文化的行事の創意と工夫 

 

（３）生活指導・進路指導 

  ①授業規律の徹底の重視 

  ②家庭・地域・学校の三者の連携・協力を基盤にした信頼関係づくり 

  ③いじめ、不登校の予防と解決に向けた対応 

   ＳＣ(スクールカウンセラー)やＳＳＷ(スクール・ソーシャルワーカー)との密な連携と教育相談の重視） 

  ④規範意識の定着と暴力行為の根絶（「ダメなものはダメ」と生徒のために指導する意識が重要） 

  ⑤基本的生活習慣の確立と礼儀の重視(挨拶励行の指導徹底) 

  ⑥一人一人を大切にする「生き方、在り方」を重視した進路指導 

  ⑦部活動の果たす役割の重視(別紙：部活動基本方針を踏まえた部活動の経営) 
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（４）健康・保健指導 

・保健・安全指導の充実と保健室への生徒の来室状況を把握(養護教諭との緊密な連携) 

      ・保健管理の充実 

・学校保健委員会の実施 

 

（５）学校給食の管理と給食指導 

           民間委託会社の調理業務にあたる方々との円滑で組織的な業務の実施と、適切な給食指導の充実  

・給食指導と衛生管理の徹底 ・食物アレルギーへの適切な対応 

 

☆校内研修・研究の推進 

    今年度の研究主題は文部科学省の「夜間中学の設置促進・充実事業」で研究計画を立て、実践し報告書を提出して

いるものを校内研究の柱として捉え校内研究に取り組んでいただければと存じます。研究の柱は『夜間学級における教

育活動の充実』とし、取組は「日本語指導の更なる充実」「全教員による授業改善による各教科指導の充実」「本夜間

学級の周知と在籍生徒の負担軽減」「誰一人取り残さない教育の実践、共生社会の実現に向けた取組」として取り組み

ます。また、各先生方の授業力向上を目指し、教員 1人年間 1回の研究授業は実施していただきたいと考えており

ます。 

 （１）令和７年度の教育課程の趣旨を踏まえた通常学級の先生が企画する研修の推進 

     （学力の向上、人権尊重教育の推進、基礎・基本の確実な定着、道徳授業の充実等々） 

 （２）日本語指導に関する研修(日本語指導のカリキュラムづくり・日本語指導の充実等) 

（３）GIGAスクール構想に伴う生徒一人一人に配布されたタブレット端末の有効な活用の推進 

（４）職員会議内等での生徒理解に関わる研修の推進(ＳＣやＳＳＷ等を講師とした研修会の実施等) 

（５）特別支援教育(巡回指導)や健康・安全を含む生徒の健全育成に関わる研修の推進 

（６）道徳教育は全教育活動を通じて推進し、特に人権尊重教育に視点を当て、全教育活動で「人権尊重教育を基 

盤とした各教科と領域の指導の実践」を推進していく。 

 （７）読書科の推進（読書科推進委員会を中心とした読書科の計画的な実施とその進行管理） 

 

☆ 予算執行について 

  ◎ 予算の適正な執行を行う。 

    ・各教科、道徳、特別活動等の円滑な教育活動の実施に伴う予算執行を計画的に行っていく。特に、新設校とし

ての予算令達に綿密に計画を立て実施していく。 

・資源循環型の学校運営について計画的に目標達成に努める。 

  ・教育環境整備については計画的に行い、特に生徒用椅子・机やパイプ椅子等の整備についても、短期的・中期

的計画を立て継続的に取り組む。 

    ・電気、ガス、水道、コピー、消耗品等の無駄な使用を押さえ予算の有効活用を図る。 

・公費・私費等、会計の適正執行を行い、適正な支出承認書の作成と原簿や通帳との整合性を確認する。 

  ・給食費、教材費の未納対策の徹底（関係諸機関との円滑な連携と早めの対策の取り組み） 

 

☆  教育環境整備（用務）に関わる課題 

・ 教育するにふさわしい環境づくりに、教職員全体で取り組む。 

（職員室内の私物の整理等） 

・ 校地全体（学校応援団の方々の協力に下、花壇のボランティアによる充実等含む）の環境づくりの徹底。 

・ 教職員全体（教員、事務主事、用務主事）の連携を密にしながら、それぞれの職務への取り組みを充実して

いく。 

・ ごみの分別と、「江戸川区：もったいない運動」への協力 

 

☆ 昼間部ＰＴＡ組織の教育活動への協力 

  ・入学式、卒業式への参列 

  ・真に生徒のためのＰＴＡ活動の実践 

  ・学校の教育活動への協力体制の強化 


